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ラ
ン
節
」「
二
人
の
大
漁
節
」
な
ど
が
あ
る
。
　

平成 18年正月境内に於いて奉納される傘踊り

▼
如
水
太
鼓
奉
納
▲

　
如じ
ょ
す
い
だ
い
こ

水
太
鼓
は
豊
洲
小
学
校
出
身
の
有
志
が
平
成
十
六

年
に
立
ち
上
げ
た
太
鼓
グ
ル
ー
プ
で
あ
る
。

　
名
前
の
由
来
は
地
元
の
小
学
校
「
倉
敷
市
立
豊
洲
小

学
校
」
が
そ
の
昔
、
如
水
寺
（
早
高
）
の
寺
子
屋
だ
っ

た
頃
、
如
水
小
学
校
と
呼
ば
れ
て
い
た
こ
と
か
ら
命
名

さ
れ
た
。

　
当
初
は
全
て
手
作
り
で
、
胴
は
ド
ラ
ム
缶
、
皮
は
ラ

ン
ド
セ
ル
の
生
地
を
張
っ
た
太
鼓
で
あ
っ
た
が
、
平
成

十
八
年
に
は
念
願
の
和
太
鼓
の
購
入
に
漕
ぎ
着
け
、
和

太
鼓
購
入
奉
告
祭
を
行
っ
た
。

　
現
在
で
は
童
太
鼓
も
加
わ
り
公
演
な
ど
を
行
っ
て
お

り
、
結
成
当
時
か
ら
、
当
社
の
祭
り
や
正
月
に
太
鼓
の

奉
納
を
行
っ
て
い
る
。

平成 18年正月手作りの太鼓を披露するメンバー

▼
新
春
餅
つ
き
▲

　
平
成
十
四
年
正
月
に
、
新
春
行
事
の
伝
承
と
参
拝
者

へ
の
接
待
を
兼
ね
て
「
餅
つ
き
」
を
行
う
事
と
し
、
総

代
を
始
め
氏
子
の
有
志
に
よ
り
、
境
内
で
参
拝
者
と
共

に
紅
白
の
餅
を
つ
き
、
振
る
舞
っ
た
。

　
こ
の
行
事
は
恒
例
と
な
り
現
在
も
一
月
一
日
の
午
前

中
に
行
わ
れ
て
い
る
。

平成 19年正月餅つきに参加する参拝者

　
早
島
イ
草
太
鼓
は
、
多
聞
会
（
早
島
町
塩
津
地
区
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
グ
ル
ー
プ
）
が
平
成
十
四
年
に
立
ち
上
げ

た
太
鼓
グ
ル
ー
プ
で
あ
る
。

　
平
成
十
七
年
に
は
小
学
校
四
年
生
か
ら
中
学
校
三
年

生
ま
で
を
対
象
に
し
た
「
童
太
鼓
」
も
結
成
さ
れ
た
。

▼
イ
草
太
鼓
奉
納
▲

平成 17年春季大祭宵祭りにて

　
現
在
で
は
各
地
で
年
間
十
数
回
の
公
演
を
行
い
、
曲

目
は「
早
島
イ
草
太
鼓
」「
二
百
十
日
」「
つ
む
じ
風
」「
・・・

息
吹
」「
報
鼓
〜
西
方
よ
り
」
等
が
あ
る
。

　
平
成
十
九
年
十
二
月
に
は
早
島
町
民
総
合
会
館
（
ゆ

る
び
の
舎
）
に
て
結
成
五
周
年
記
念
コ
ン
サ
ー
ト
が
行

わ
れ
た
。

　
結
成
当
初
か
ら
、
当
社
の
祭
り
や
正
月
に
太
鼓
の
奉

納
を
行
っ
て
い
る
。

　

平成 20年正月社殿建設予定地にて

▼
銭
太
鼓
・
傘
踊
り
奉
納
▲

　
正
月
に
岡
山
銭
太
鼓
「
つ
ば
さ
会
」
に
よ
る
銭
太
鼓
・

傘
踊
り
の
奉
納
を
行
っ
て
い
る
。

　「
つ
ば
さ
会
」
は
主
に
岡
山
県
南
で
活
動
し
て
お
り
、

各
地
に
支
部
を
持
つ
。
早
島
で
は
弁
才
天
と
若
宮
に
支

部
が
あ
り
、
二
支
部
合
同
で
奉
納
が
行
わ
れ
る
。

　
演
目
は
、「
桃
太
郎
音
頭
」「
河
内
音
頭
」「
冬
美
の
ソ
ー平成18年正月境内に於いて奉納される銭太鼓
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